
 

 

 

 

（就学前児童用） 
＊＊＊調査へのご協力のお願い＊＊＊ 

 

日頃から子ども・子育て施策の推進にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 

栗東市では、幼稚園・保育所・こども園等の教育・保育事業や学童保育事業等の地域子育て支

援事業などを計画的に推し進めるため、「栗東市子ども・子育て支援事業計画」を策定し、事業を

実施しています。 

今回のアンケート調査は、現在子育て中の皆さまの子育て支援サービスの利用状況や、ご意

見、ご要望などをお伺いし、２０２５年度（令和７年度）からの次期計画に向けた参考資料とするこ

とを目的に行います。 

ご回答いただいた調査の内容は、調査目的以外に利用することは一切ありません。 

ご多忙のこととは存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い

します。 

令和６年２月  

栗東市長 竹村 健    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊調査についてのお問合せ＊＊ 

栗東市役所 こども家庭局 子育て支援課 

TEL: 077-551-0138 Mail：kosodate@city.ritto.lg.jp 

栗東市 
子育て支援に関するアンケート調査 

 

＊＊＊アンケートのご回答にあたって＊＊＊ 

1.この調査はインターネットでの回答も可能です。パソコン、タブレット、スマートフォンで 

調査専用画面にアクセスし、画面の指示に従って回答してください。 

 【URL】https://bglb.f.msgs.jp/webapp/wish/org/showEnquete.do? 
enqueteid=11&clientid=25169&databaseid=bglb 

2．アンケートには、宛名のお子さんの保護者の方がご記入ください。 

3.アンケートには、お名前を書いていただく必要はありません。率直なご意見・ご要望をご記入ください。 

４.それぞれの設問について、あてはまる番号に○をつけてください。具体的な内容については、設問内の 

指示に従って枠内にお書きください。 

5．※印の用語は、別紙用語の定義および利用料の目安等を記載しています。回答の際、ご参照ください。 

6．お手数ですが、ご記入いただいたこの調査用紙を同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、 

令和６年３月８日（金）までに投函してください。 

子ども・子育て施策に関する国の動向や 

栗東市の現状はこちらから ⇒ 
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お住まいの地域について 
 

問１ 宛名のお子さんは現在どちらの小学校区にお住まいですか。（○はひとつ） 

◆わからない場合は、「10」の（ ）に○○丁目までご記入ください。（例：安養寺一丁目） 

１．金勝 

５．治田東 

９．大宝西 

２．葉山 

６．治田西 

10．わからない（     

３．葉山東 

７．大宝 

          

４．治田 

８．大宝東 

             ） 
 

宛名のお子さんとご家族の状況について 
 

問２ 宛名のお子さんの①生年月と②きょうだい数（宛名のお子さんを含む人数）をご記入ください。

（     内に数字で記入） 
 

① 平成  
年 

 
月生まれ ② きょうだい数 

 
人 

令和 
 

 
問３ この調査票にご回答いただいている方はどなたですか。（○はひとつ） 

◆宛名のお子さんからみた関係でお答えください。 

１．母親 ２．父親 ３．その他（             ） 
 
問４ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（どちらかに○） 

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない 
 
 
問５ 宛名のお子さんの子育てを主に行っているのはどなたですか。（○はひとつ） 

◆宛名のお子さんからみた関係でお答えください。 

１．父母ともに 

４．主に祖父母 

２．主に父親 

５．その他（               

３．主に母親 

                   ） 
 

問６ 宛名のお子さんとの同居・近居の状況についてお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

◆続柄は宛名のお子さんからみた関係です。 

◆近居：この調査では、自家用車でおおむね 30 分以内で行き来できる範囲をいいます。 

１．父同居 

４．祖母同居 

７．その他（              

２．母同居 

５．祖父近居 

                   ） 

３．祖父同居 

６．祖母近居 
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子どもの育ちをめぐる環境について 
 
問７ 宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に友人・知人にみてもらえる 

４．緊急時もしくは用事の際には友人・知人にみてもらえる 

５．いずれもいない ⇒ 問８ 
 
問７で「１」～「４」に○をつけた方にうかがいます。 

問７-① 祖父母等の親族や友人・知人から受けている子育ての支援は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．子どもの預かり（日常的に） 

３．子どもの送り迎え 

５．家事の手伝い 

７．物資での支援 

９．ほとんどない 

２．子どもの預かり（急用などのとき） 

４．教育やしつけの支援 

６．金銭的な支援 

８．その他（                        ） 

        
問 7-② 親族、友人・知人にお子さんをみてもらううえで、心配なことや不安なことはありますか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

１．親族、友人・知人に安心して子どもをみてもらえる  

２．親族、友人・知人の時間的制約や身体的負担が大きく心配である  

３．親族、友人・知人の時間的制約や精神的負担が大きく心配である 

４．親族、友人・知人に経済的な負担をかけることが心配である 

５．親の立場として、親族、友人・知人に負担をかけていることが心苦しい 

６．子どもの教育や発達にふさわしい環境か不安がある 

７．その他（                                                       ） 
 
問８ 子育てを楽しいと感じることが多いですか。つらいと感じることが多いですか。（○はひとつ） 

１．楽しいと感じることが多い 

３．楽しいと感じることと、つらいと感じることが同じくらい 

５．その他（                          

２．つらいと感じることが多い 

４．わからない 

                             ） 
 
問８-① 子育ての楽しみはどんなことですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．子どもとのふれあい、交流 

３．子どもを通して人間関係が広がる 

５．家族の絆が強くなる 

７．特にない 

２．子どもの成長を見ること 

４．家庭が明るくなる 

６．その他（                        ） 

 
 
 

 

 

問７-① 
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問８-② 子育てについて、特に不安や負担等に感じること、また気になることはどのようなことですか。

（あてはまるものすべてに○） 

１．子どもの成長に関すること（病気・障がい、発育・発達、食事・栄養等） 

２．育児の方法に自信がないこと（子どもとの接し方に不安がある等） 

３．子どもとの時間や家族の時間が十分に取れない 

４．仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと 

５．話し相手や相談相手がいないこと 

６．子育てに関して、家族と意見が合わない・家族からの協力が少ないこと 

７．家族以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと 

８．子育てに関して職場の理解が得られないこと 

９．子育てによる心身の疲れやストレスがたまること 

10．経済的な理由で十分な教育や子育てができていないこと 

11．その他（                                                       ） 

12．特にない 
 
問９ 宛名のお子さんの子育てをするうえで、気軽に相談できる人はいますか。また、相談できる場所はあ

りますか。（どちらかに○） 

１．いる／ある ⇒ 問９-① ２．ない ⇒ 問１０ 
 
問９で「１．いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。 

問９-① お子さんの子育てに関して、気軽に相談できる先は、誰／どこですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．親族（親、きょうだいなど） 

３．近所の人 

５．こども家庭センター※13 

７．幼稚園、保育所、幼児園、認定こども園 

９．かかりつけの医師 

11．その他（                          

２．友人・知人 

４．地域子育て支援センター※1１・児童館※1２ 

６．保健センター・保健所 

８．民生委員・児童委員 

10．市の子育て関連担当窓口 

                             ）   
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問１０ 子育て支援として、身近な地域の人にどのようなことを希望しますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．子育てに関する悩みを聞いたり、相談相手になったりしてほしい 

２．緊急時などに子どもを一時的に預かってほしい 

３．危険な遊びやいじめを見つけたら注意してほしい 

４．子どもが犯罪や事故に遭わないよう、見守ってほしい 

５．子どもが参加できる地域行事や催しなどを実施してほしい 

６．子どもに遊びやスポーツ、地域の伝統文化などを教えてほしい 

７．その他（                                                                      ） 

８．特にない 

 

問１１ 子育てに関する情報の入手方法についておたずねします。《現在》はどのような形で入手されてい

ますか。また《今後》はどのような形を希望されますか。（あてはまるものすべてに○） 

《現在》 《今後》 

１．親族（親、きょうだいなど） 

２．近所の人、友人・知人 

３．子育てサークルの仲間 

４．幼稚園、保育所、幼児園、認定こども園、学校 

５．市役所や市の機関 

６．市の広報やチラシ（子育て支援センターだより） 

７．子育て支援ガイド 

８．テレビ、ラジオ、新聞 

９．インターネット（市のホームページ・フェイスブック） 

10．インターネット（他のホームページ） 

11．子育て雑誌・育児書 

12．その他の雑誌 

13．その他（                        ） 

14．情報の入手先がない 

15．どこで入手すればよいかがわからない 

１．親族（親、きょうだいなど） 

２．近所の人、友人・知人 

３．子育てサークルの仲間 

４．幼稚園、保育所、幼児園、認定こども園、学校 

５．市役所や市の機関 

６．市の広報やチラシ（子育て支援センターだより） 

７．子育て支援ガイド 

８．テレビ、ラジオ、新聞 

９．インターネット（市のホームページ・フェイスブック） 

10．インターネット（他のホームページ） 

11．市の子育て支援サイト・アプリ 

12．子育て雑誌・育児書 

13．その他の雑誌 

14．その他（                        ） 
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宛名のお子さんの両親の就労状況について 

 

ひとり親家庭の方は母親、父親いずれかのみお答えください。 

問１２ 宛名のお子さんの両親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお答えください。 

（母親、父親それぞれ〇はひとつ） 

◆フルタイム：１週 5 日程度・1 日８時間程度の就労。 

◆パート・アルバイト等：「フルタイム」以外の就労。 
 

（１）あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 母親 父親 

１．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない １ １ 

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である ２ ２ 

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない ３ ３ 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である ４ ４ 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない ５ ５ 

６．これまで就労したことがない ６ ６ 

 

問 1２（１）で「３」、「４」（パート・アルバイト等で就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

問１２-① フルタイムへの転換希望はありますか。（母親、父親それぞれ〇はひとつ） 

 母親 父親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある １ １ 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない ２ ２ 

３．パート・アルバイト等で就労を続けることを希望 ３ ３ 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい ４ ４ 

⇒問 1２－② 

  

問 1２－② 

問 1２－③ 

問 1２－①、② 
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問 1２（１）で「１」～「４」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

問１２-② 現在の就労状況について以下の（１）〜（６）にお答えください。 

◆（１）～（５）は    内に数字でご記入ください。 

◆時間、時刻は、必ず 24 時間表記でご記入ください。（例）8 時 00 分～18 時 30 分 

◆就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。 

◆在宅ワークなど、通勤時間がない場合は「通勤時間がない」に✓をつけてください 

◆産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

 母親 父親 

（１）就労日数 

  

１週あたり  日 １週あたり  日 

  

（２）就労時間 

  

1 日あたり   時間   分 1 日あたり   時間   分 

  

（３）家を出る時刻 

  

   時   分    時   分 

 
□ 通勤時間がない 

 
□ 通勤時間がない 

（４）勤務終了時刻 

  

   時   分    時   分 

  

（５）帰宅時刻 

  

   時   分    時   分 

  

（６）勤務地 

（〇はひとつ） 
１．市内 ２．市外 ３．県外 １．市内 ２．市外 ３．県外 

 

問 1２（１）で「５」、「６」（就労していない）に○をつけた方にうかがいます。 

問１２-③ 就労したいという希望はありますか。（母親・父親それぞれ〇はひとつ） 

◆（２）を選んだ方は    内に希望する年齢をご記入ください。 

 母親 父親 

１．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい １ １ 

２．1 年より先、一番下の子どもが   歳になったころに就労したい ２ ２ 

３．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） ３ ３ 

 

問１２-③で母親、父親のいずれか、または双方が「１」に○をつけた方にうかがいます。 

問１２-④ 希望する就労形態をお答えください。（母親・父親それぞれ〇はひとつ） 

◆（２）を選んだ方は    内に数字でご記入ください。 

母親 父親 

１．フルタイム 

２．パート・アルバイト等 

⇒１週あたり     日 

１日あたり     時間 

１．フルタイム 

２．パート・アルバイト等 

⇒１週あたり     日 

１日あたり     時間 
  

 

問 1２－④ 

問 1３ 
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平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 
◆ここでいう「定期的な教育・保育事業」とは、年間を通じて定期的に利用している事業を指します。 

具体的には、幼稚園や保育所、幼児園、認定こども園など、問１３-①や、問１３-②に示す事業が含まれま

す。 

 

問１３ 宛名のお子さんは現在、幼稚園や保育所、幼児園、認定こども園などの「定期的な教育・保育事業」

を利用されていますか。（○はひとつ） 

１．栗東市内の教育・保育事業を利用している 

２．市外の教育・保育事業を利用している 

３．利用していない 

⇒ 問 1３-①、③ 

⇒ 問 1３-②、③ 

⇒ 問 1３-④ 

 

問１３で「１．栗東市内の教育・保育事業を利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

問１３-① 宛名のお子さんは、平日、栗東市内でどのような教育・保育事業を利用していますか。年間を

通じて「定期的に」利用している事業をお答えください。（○は主なものにひとつ） 
◆ご不明な事業については、別紙「用語の定義及び利用料の目安等」をご覧ください。 

１．栗東市立の幼稚園または幼児園の幼稚園籍 ※１ 

２．栗東市立の幼稚園または幼児園の幼稚園籍＋預かり保育 ※２ 

３．栗東市立の保育所または幼児園の保育園籍 ※３ 

４．法人立（私立）の保育所または認定こども園 ※9 の保育園籍 

５．法人立（私立）の認定こども園の幼稚園籍 

６．小規模保育施設 ※４または家庭的保育施設 ※５（地域型保育施設） 

７．居宅訪問型保育 ※６ 

８．事業所内保育施設・企業主導型保育施設 ※8 

９．上記１〜8 以外の保育施設 

10．その他（                                                      ） 

⇒問 1３-③ 

 

問１３で「２．市外の教育・保育事業を利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

問１３-② 宛名のお子さんは、平日、市外でどのような教育・保育事業を利用していますか。年間を通じて

「定期的に」利用している事業をお答えください。（○は主なものにひとつ） 

１．幼稚園または認定こども園 ※9 の幼稚園籍 ※1 

２．幼稚園または認定こども園の幼稚園籍＋預かり保育 ※２ 

３．保育所または認定こども園の保育園籍 ※3 

4．小規模保育施設 ※４または家庭的保育施設 ※５（地域型保育施設） 

5．居宅訪問型保育 ※６ 

6．事業所内保育施設・企業主導型保育施設 ※8 

7．上記１〜6 以外の保育施設 

8．その他（                                                       ） 

⇒問 1３-③ 
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問１３で「１」、「２」に○をつけた方にうかがいます。 

問１３-③ 平日に定期的に利用している教育・保育事業について、どのくらい利用していますか。 

①利用日数、②利用時間をお答えください。（ 内に数字で記入） 

◆時間は、必ず 24 時間表記でご記入ください。（例）8 時 30 分〜18 時 00 分 

◆日によって時間が異なる場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。 
 

① １週あたり  日  

 

② １日あたり   時間   分（   時   分～   時   分） 

 
 

問１３で「３．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

問１３-④ 利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

◆「８」を選んだ方は   内に年齢もご記入ください。 

１．（母親か父親が就労していないなどの理由で）利用する必要がない 

２．子どもの祖父母や親族がみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

４．利用したいが、教育・保育の事業に空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

６．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７．利用したいが、事業の質や場所など、満足できる事業がない 

８．子どもがまだ小さいため（  歳くらいになったら利用しようと考えている） 

９．その他（                                                       ） 

 

問１４ 現在、利用している・利用していないにかかわらず、宛名のお子さんの平日の教育・保育事業とし

て、問 1３-①や問 1３-②に示す事業を定期的に利用したいですか。（○はひとつ） 

１．栗東市内の教育・保育事業を利用したい 

２．市外の教育・保育事業を利用したい 

３．利用する必要はない 

⇒ 問 1４-①、②、③ 

⇒ 問 1４-①、②、③ 

⇒ 問 1５ 
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問１４で「１」、「２」に○をつけた方にうかがいます。 

問１４-① 現在、利用している・利用していないにかかわらず、宛名のお子さんの平日の教育・保育事

業として、定期的に利用したいと思う事業は何ですか。 

――記入方法―― 

◇お子さんの年齢ごとに希望する事業を下欄〔事業選択肢〕の中から選び、「第１希望」「第２希望」欄

に番号でご記入ください。 
 
――記入欄―― 

◆年齢は令和５年４月１日時点の年齢から５歳までの希望をご記入ください。 

 ０〜２歳 
での希望 

３〜５歳での希望 
３歳 ４歳 ５歳 

記入例）１歳で小規模保育を利⽤しているが 
市内の保育所を希望する場合 ４ ４ ４ ４ 

第１希望（事業選択肢の番号を記入）     

第２希望（事業選択肢の番号を記入）     

 
――事業選択肢―― 

場所 事業 番号 内容 

市内の 

事業 

幼稚園籍 

※１ 

１ 

２ 

３ 

市立の幼稚園または幼児園・認定こども園 ※9  

市立の幼稚園または幼児園・認定こども園＋預かり保育 ※２ 

法人立（私立）の認定こども園 

保育園籍 

※３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

市立の保育所または幼児園・認定こども園  

法人立（私立）の保育所・認定こども園 

小規模保育施設 ※４ 

事業所内保育施設・企業主導型保育施設 ※8 

家庭的保育施設 ※５ 

市外の 

事業 

幼稚園籍 

※１ 

９ 

10 

幼稚園または認定こども園  

幼稚園または認定こども園＋預かり保育 ※２ 

保育園籍 

※３ 

11 

12 

13 

14 

認可保育所または認定こども園  

小規模保育施設 ※4 

事業所内保育施設・企業主導型保育施設 ※8 

家庭的保育施設 ※5 

市内外 その他 

15 

16 

17 

18 

その他の認可外保育施設 ※１０ 

ファミリー・サポート・センター（定期的な利用のみ） ※２２ 

在宅 

その他（                                             ）   

令和５年 4 月 1 日 
の年齢 希望 
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問１４で「１」、「２」に○をつけた方にうかがいます。 

問１４-② 平日の定期的な教育・保育事業について、希望としてはどのくらい利用したいですか。 

①希望日数、②希望時間をお答えください。（     内に数字で記入） 
◆時間は、必ず 24 時間表記でご記入ください。（例）8 時 30 分〜18 時 00 分 

 

①１週あたり  日  
 

②１日あたり   時間   分（   時   分～   時   分） 
 

問１４で「１」、「２」に○をつけた方にうかがいます。 

問１４-③ 時短勤務等の制度を利用した場合、希望としてはどのくらい利用したいですか。 

①希望日数、②希望時間をお答えください。（ 内に数字で記入） 
◆時間は、必ず 24 時間表記でご記入ください。（例）8 時 30 分〜18 時 00 分 

 

①１週あたり  日  
 

②１日あたり   時間   分（   時   分～   時   分） 
 

 

地域の子育て支援事業の利用状況について 
 

問１５ 宛名のお子さんは、現在地域子育て支援センター ※1１、児童館 ※1２、ひだまりの家※１４を利

用していますか。（あてはまるものすべてに○） 

◆利用されている場合は、    内におおよその利用日数（頻度）をご記入ください。 

◆なお、栗東市では、大宝東児童館、金勝児童館、治田東児童館の３か所に地域子育て支援センターがあります。 

１．地域子育て支援センターを利用している（具体名：              ） 
 

１週あたり  日  もしくは  １か月あたり  日程度 
 
２．地域子育て支援センター以外の児童館を利用している（具体名：        ） 
 

１週あたり  日  もしくは  １か月あたり  日程度 
  
３．ひだまりの家を利用している 
 

１週あたり  日  もしくは  １か月あたり  日程度 

４．いずれも利用していない  ⇒問 1５-①へ 
 
問１５で「４．いずれも利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

問１５-① 現在、利用していない理由は何ですか。（〇はひとつ） 

１．利用したい施設が地域にない 

２．地域の施設（事業）の質に不安がある 

３．地域の施設（事業）の利便性（立地・開館日数）が悪く利用しづらい 

４．利用する時間がない 

５．利用方法（手続き等）がわからない 

６．その他（                                                       ） 

７．特に理由はない   
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問１６ 問１５のような地域子育て支援センター、児童館、ひだまりの家について、現在は利用していないが、

できれば今後利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。（○はひとつ） 

１．利用していないが、今後利用したい 

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 

⇒ 問 1６-① 

⇒ 問 1６-① 

⇒ 問 1７ 
 
問１６で「１」、「２」に○をつけた方にうかがいます。 

問１６-① 希望としてはどれくらい利用したいですか。 

◆選択した事業について、おおよその希望日数（頻度）を、   内にご記入ください。 

１．地域子育て支援センター  
１週あたり  日  もしくは  １か月あたり  日程度  

２．地域子育て支援センター以外の児童館  
１週あたり  日  もしくは  １か月あたり  日程度   

３．ひだまりの家  
１週あたり  日  もしくは  １か月あたり  日程度 

 
 
問１７ 下の①〜⑬の事業の（１）認知度・利用度、（２）利用意向についてお答えください。 

（〇はひとつずつ） 

 （１）認知度・利用度 
（○はひとつ） 

 

（２）利用意向 
（○はひとつ） 

１ ２ ３ １ ２ 

利
用
し
て
い
る 

知
っ
て
い
る
が
、 

利
用
し
て
い
な
い 

知
ら
な
い 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

① 幼稚園・保育所・幼児園・認定こども園未就園児交流事業 １ ２ ３ １ ２ 

② 地域子育て支援センターでの子育て講座 １ ２ ３ １ ２ 

③ 児童館での親子ふれあい活動 １ ２ ３ １ ２ 

④ シルバー人材センターによる子育て支援サービス ※1７ １ ２ ３ １ ２ 

⑤ ファミリー・サポート・センター ※２２ １ ２ ３ １ ２ 

⑥ 「子育て支援ガイド」など市が提供する子育て情報 １ ２ ３ １ ２ 

⑦ 乳幼児健康相談 １ ２ ３ １ ２ 

⑧ こんにちは赤ちゃん訪問事業 ※1５ １ ２ ３ １ ２ 

⑨ 病児保育 ※1６ １ ２ ３ １ ２ 

⑩ 病後児保育 ※1６ １ ２ ３ １ ２ 

⑪ 子育て支援短期利用事業（ショートステイ） ※1８ １ ２ ３  １ ２ 

⑫ 子育て支援短期利用事業（トワイライトステイ） ※1８ １ ２ ３  １ ２ 

⑬ 産後ケア事業 ※1９ １ ２ ３  １ ２ 
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土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の 

利用希望について 
 
問１８ 宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育事業の利用希望はあり

ますか（一時的な利用は除きます）。（〇はひとつ） 

◆希望がある場合は、利用したい時間帯を 24 時間表記でご記入ください。（例）8 時 30 分〜18 時 00 分 

◆これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生する場合もあります。 

◆定期的な教育・保育事業とは、幼稚園、保育所、幼児園、認定こども園、認可外保育施設などの

事業を指しますが、親族・知人による預かりは含みません。 
 
（１）土曜日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 利用したい時間帯 

３．月に１～２回は 
利用したい 

   時   分から   時   分まで 

         
⇒（２） 

（２）日曜日・祝日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 利用したい時間帯 

３．月に１～２回は 
利用したい 

   時   分から   時   分まで 

         
⇒問 1８-① 

 
問１８（１）または（２）で、「２」、「３」に○をつけた方にうかがいます。 

問１８-① 利用したい理由はなんですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．毎週土曜日または日曜日・祝日に仕事が入るため 

２．月に数回仕事が入るため 

３．親族の介護や手伝いが必要なため 

 

４．通院・通学のため 

５．その他（         ） 
 
現 在 、 「 幼 稚 園 ま た は 幼 児 園 、 認 定 こ ど も 園 の 幼 稚 園 籍 」 を 利 用 さ れ て い る 方 に う か が い ま す 。 

問１９ 宛名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用を希望しますか。 

◆希望がある場合は、利用したい時間帯を 24 時間表記でご記入ください。（例）8 時 30 分〜18 時 00 分 

◆なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

１．利用する必要はない 

２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい 利用したい時間帯 

３．休みの期間中、週に数日利用したい    時   分から 
         
    時   分まで 
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病気の際の対応について（平日の教育・保育を利用する方のみ） 
 

問１３で「１」または「２」に〇をつけた方（平日の定期的な教育・保育事業を利用していると答えた方）にうかがいます。 

問２０ この１年間に、宛名のお子さんが病気やけがで通常の事業が利用できなかったことはありましたか。

（どちらかに〇） 

１．あった ⇒ 問 2１ ２．なかった ⇒ 問 2２ 

 

問２０で、「１．あった」に○をつけた方にうかがいます。 

問２１ 宛名のお子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育事業が利用できなかった場合の、こ

の１年間の対処方法についてお答えください。（あてはまるものすべてに〇） 

◆それぞれの日数も 内に数字でご記入ください。（半日程度の対応の場合も 1 日とカウント） 
１年間の対処方法 日数 

  
１．父親が仕事を休んだ 年   日程度 
    
２．母親が仕事を休んだ 年   日程度 
    
３．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった 年   日程度 
    
４．父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた 年   日程度 
    
５．病児・病後児保育※1６を利用した 年   日程度 
    
６．ベビーシッターを利用した 年   日程度 
    
７．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 年   日程度 
    
８．その他（                                     ） 年   日程度 
  
⇒「１」「２」のいずれかに〇をつけた方は問 2１-① 

⇒「３」から「８」のいずれかに〇をつけた方は問 2１-③ 

 
問２１で「１．父親が仕事を休んだ」、「２．母親が仕事を休んだ」のいずれかに〇をつけた方にうかがい

ます。 

問２１-① その際、病児・病後児のための保育施設等を利用したかったですか。（○はひとつ） 

◆「１」を選んだ方は 内に日数をご記入ください。 

◆病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前に指定医療機

関の受診が必要となります。（栗東市では病後児保育を実施） 
  

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したかった   日 ⇒ 問 2２ 
  

２．利用したいとは思わなかった ⇒ 問 2１-② 
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問２１-①で「２．利用したいとは思わなかった」に○をつけた方にうかがいます。 

問２１-② そう思われる理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．病児・病後児を他人にみてもらうのは不安 

２．地域の事業の質に不安がある 

３．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない 

４．利用の手続き・方法がわからない 

５．利用料がかかる・高い 

６．利用料がわからない 

７．親が仕事を休んで対応することができる 

８．その他（                                                       ） 

⇒ 問 2２ 

問２１で「３」から「８」のいずれかに〇をつけた方にうかがいます。 

問２１-③ その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで子どもをみたい」と思われましたか。（〇はひとつ） 

◆「１」を選択した場合は  内に休んで子どもをみたかったおおよその日数をご記入く

ださい。 
 

１．できれば仕事を休んで子どもをみたかった       年   日程度 ⇒ 問 2２ 
 

２．休んで子どもをみることは非常に難しい ⇒ 問 2１-④ 

 

問２１-③で「２．休んで子どもをみることは非常に難しい」に○をつけた方にうかがいます。 

問２１-④ そう思われる理由は何ですか。（主なものに○はひとつ） 

１．子どもの看護を理由に休みがとれない 

２．自営業なので休めない 

３．休暇日数が足りないので休めない 

４．その他（                                                       ） 
 

不定期の教育・保育事業や一時預かり等の利用について 
 

問２２ 宛名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で利用している事業はありま

すか。（あてはまるものすべてに○） 

◆１年間のおおよその利用日数も、    内に数字でご記入ください。 
利用している事業 日数（年間）  

１．一時預かり ※7        日 

⇒ 問 2３ 

２．預かり保育 ※２ 

（幼稚園籍の通常の就園時間を延長して預かる 

事業のうち不定期に利用する場合のみ） 

       日 

３．シルバー人材センターによる子育て支援サービス ※1７        日 

４．ベビーシッター        日 

５．その他（                                ）        日 

６．利用していない  ⇒ 問 2２-① 
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問２２で「６．利用していない」に〇をつけた方にうかがいます。 

問２２-① 現在利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．特に利用する必要がない 

２．利用したい事業が地域にない 

３．地域の事業の質に不安がある 

４．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない 

５．利用料がかかる・高い 

６．利用料がわからない 

７．自分が事業の対象者になるのかどうかわからない 

８．事業の利用方法（手続き等）がわからない 

９．その他（                                                       ） 

 

問２３ 宛名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、問 22 のような事業を今後

利用したいと思いますか。（どちらかに○） 

◆事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

１．利用したい ⇒ 問 2３-① 

２．利用する必要はない ⇒ 問 2４ 

 

問２３で「１．利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問２３-① 利用したい理由は何ですか。また、それぞれ年間何日くらい利用したいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

◆選択した目的別に   内に日数をご記入ください。 
利用したい理由 日数（年間） 

１．私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシュ目的         日 

２．冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院 等         日 

３．不定期の就労         日 

４．その他（                                            ）         日 

 

問２４ この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、宛名のお子さんを泊り

がけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか。（どちらかに○） 

◆預け先が見つからなかった場合も含みます。 

１．あった  ⇒ 問 2４-① 

２．なかった  ⇒ 問 2５ 
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問２４で「１．あった」に○をつけた方にうかがいます。 

問２４-① この１年間の対処方法についてお答えください。（あてはまるものすべてに〇） 

◆それぞれの泊数も   内に数字でご記入ください。 
1 年間の対処方法 日数（年間） 

１．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった         泊 

２．子育て支援短期利用事業（ショートステイ※1８）を利用した         泊 

３．２以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を利用した         泊 

４．仕方なく子どもを同行させた         泊 

５．仕方なく子どもだけで留守番をさせた         泊 

６．その他（                                            ）         泊 

 

問２５ ファミリー・サポート・センター事業※２２は、子育てを援助してほしい人（依頼会員）と、子育てを援

助したい人（提供会員）がお互いに信頼関係を築きながら、子どもを預けたり、預かったりする子

育て援助活動です。ファミリー・サポート・センターがあれば利用したいですか。（どちらかに○） 
（１）依頼会員として 

１．利用したい ２．利用したくない 

 
（２）提供会員として 

１．登録したい ２．登録したくない 

 

問２５（1）で「１．利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問２５-① 利用したい理由は何ですか。また、それぞれ年間何日くらい利用したいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

◆選択した目的別に   内に日数をご記入ください。 
利用したい理由 日数（年間） 

１．産後のサポート         日 

２．定期的な教育・保育事業、習い事の送迎         日 

３．残業や休日出勤時の託児         日 

４．子どもの急病         日 

５．親の通院・急病         日 

６．ママパパの休息         日 

 

問２６ 月一定時間までの利用可能枠の中で、就労要件を問わず時間単位等で柔軟に利用できる新たな

通園給付（「こども誰でも通園制度（仮称）」）があれば利用したいですか。（どちらかに○） 

１．利用したい ２．利用したくない ３．わからない 
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（令和５年４月１日時点で宛名のお子さんが５歳以上である方のみ） 

小学校入学後の放課後の過ごし方について 

 

〇栗東市では、放課後の生活の場として、以下のような事業を実施しています。 

・児童館※1２ 

・学童保育所 ※２０ 

・放課後子ども教室 ※２１ 

・シルバー人材センターによる子育て支援サービス ※1７ 
 
上記を踏まえ、問 2７以降の設問にお答えください。 
 

宛名のお子さんについて、小学校入学以降のことについてうかがいます。 

問２７ 放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。 

（学年ごとに【選択肢】からあてはまる番号をすべて選び、回答欄にご記入ください） 

１．自宅 

３．友人・知人宅 

５．児童館 

７．学童保育所 

９．ファミリー・サポート・センター※２２ 

２．祖父母宅 

４．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 

６．放課後子ども教室 

８．シルバー人材センターによる子育て支援サービス 

10．その他（                      ） 
 

 
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

記入例）下学年は学童保育所、 

上学年は自宅で過ごす場合 
７ ７ ７ １、４ １、５ １、５ 

過ごさせたいと思う場所の番号を記入       

 

 
下学年（１年生〜３年生） 上学年（４年生〜６年生） 

希望する時間（○はひとつ） １．〜17 時まで 

２．〜18 時まで 

３．〜19 時まで 

４．19 時以降 

１．〜17 時まで 

２．〜18 時まで 

３．〜19 時まで 

４．19 時以降 

希望する日数（○はひとつ） 

１．週２日以下 

２．週３〜４日 

３．週５日 

１．週２日以下 

２．週３〜４日 

３．週５日 

  

学年 

「７」を選択した方 「７」を選択した方 
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問２７-① 宛名のお子さんについて、（１）土曜日（２）日曜日・祝日（３）長期の休暇期間（夏休み等）に、

学童保育所の利用希望はありますか。（○はひとつずつ） 

◆利用したい時間帯を 内に 24 時間表記でご記入ください。（例）14 時 30 分〜18 時 00 分  

◆事業の利用には、一定の利用料がかかります。 

 

（１）土曜日→◆利用料：月額保育料+土曜保育料 1,000 円／月（単発の場合 300 円／日） 
 
１．下学年(１～３年生)の間は利用したい 利用したい時間帯 
         
２．上学年(４～６年生)になっても利用したい    時   分から 
         
   時   分まで 
          
３．利用する必要はない 
         

 

（２）日曜日・祝日→◆現在は実施していません 
 
１．下学年(１～３年生)の間は利用したい 利用したい時間帯 
         
２．上学年(４～６年生)になっても利用したい    時   分から 
         
   時   分まで 
          
３．利用する必要はない 
         

 

（３）長期の休暇期間（夏休み等） 

◆現在は通年利用時のみ実施。利用料：夏休み加算保育料 5,000 円～６０００円／期間 
 
１．下学年(１～３年生)の間は利用したい 利用したい時間帯 
         
２．上学年(４～６年生)になっても利用したい    時   分から 
         
   時   分まで 
          
３．利用する必要はない 
         

⇒ 問 27-② 

 

問２７－①（３）で「１．利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問２７－② 既存の学童保育所にて定員に空きがあれば、長期休暇中の利用希望者を募ることになった場

合、どのように利用したいですか。（どちらかに○） 

１．定員に空きがあればでかまわないので、夏休みのみ利用したい 

２．定員に空きがあるか不安なため、年間を通して利用したい 
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（すべての方）育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 
 

問２８〜問３３の設問については、ひとり親家庭の方は母親、父親いずれかのみお答えください。 

問２８ 宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。 

母親、父親、それぞれについてお答えください。（母親、父親それぞれ○はひとつ） 

母親（いずれかに〇） 父親（いずれかに〇） 

１．出産以前から働いていなかった 

⇒問３３ 

２．出産を機に仕事を辞めた 

⇒問２９ 

３．育児休業中に退職した 

⇒問２９ 

４．育児休業を取得中である 

⇒問３０ 

５．育児休業を取得し、復帰した 

⇒問３１①～④ 

６．育児休業を取得せず、働き続けている 

⇒問３２ 

１．出産以前から働いていなかった 

⇒問３３ 

２．出産を機に仕事を辞めた 

⇒問２９ 

３．育児休業中に退職した 

⇒問２９ 

４．育児休業を取得中である 

⇒問３０ 

５．育児休業を取得し、復帰した 

⇒問３１①～④ 

６．育児休業を取得せず、働き続けている 

⇒問３２ 

 

問２８で「２．出産を機に仕事を辞めた」「３．育児休業中に退職した」に〇をつけた方にうかがいます。 

問２９ 仕事と家庭の両立を支援する保育サービスや環境が整っていたら、就労を継続しましたか。 

（母親、父親それぞれもっともあてはまるものに○はひとつ） 

 母親 父親 

１．保育サービスが確実に利用できる見込みがあれば、継続して就労していた １ １ 

２．職場において育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援制度が整い、 

働き続けやすい環境が整っていれば、継続して就労していた 
２ ２ 

３．保育サービスと職場の両立支援環境がどちらも整っていれば、継続して就労していた ３ ３ 

４．家族の考え方（親族の理解）等、就労する環境が整っていれば、継続して就労していた ４ ４ 

５．いずれにしてもやめていた ５ ５ 

６．その他 

母親（                                          ） 

父親（                                          ） 

６ ６ 

⇒ 問 3３ 

問２８で「４．育児休業を取得中である」に〇をつけた方にうかがいます。 

問３０ 宛名のお子さんが１歳になったときに必ず利用できる教育・保育事業があれば、１歳になるまで育

児休業を取得しますか。または、預けられる事業があっても１歳になる前に復帰しますか。 

（母親、父親それぞれ○はひとつ） 

 母親 父親 

１．１歳になるまで育児休業を取得したい １ １ 

２．１歳になる前に復帰したい ２ ２ 

⇒ 問 3３ 
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問２８で「５．育児休業を取得し、復帰した」に〇をつけた方にうかがいます。 

問３１   育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングでしたか。あ

るいはそれ以外でしたか。（母親、父親それぞれ○はひとつ） 

◆年度初めで認可保育所入所を希望し、1 月～2 月頃復帰して一時的に認可外保育所に入所した場合

や、年度初めでの入所を希望して復帰したが、実際には希望する保育所に入所できなかったという場

合などは「１」を選択してください。 

 母親 父親 

１．年度初めの入所に合わせたタイミングだった １ １ 

２．それ以外だった ２ ２ 
 

問３１-① 育児休業からは、①「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。 

また、②「希望」としては、お子さんが何歳何か月のときまで取りたかったですか。（    内に数字で記入） 
◆母親 
  

①実際の取得期間  歳   か月 ②希望  歳   か月 
   
◆父親 
  

①実際の取得期間  歳   か月 ②希望  歳   か月 
  
 

問３１-①で「希望」より早く復帰した方、「希望」より遅く復帰した方にうかがいます。 

問３１-② 希望の時期に職場復帰しなかった理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 
 
（A）「希望」より早く復帰した方 

 母親 父親 

１．希望する保育所・幼児園・認定こども園等に入るため １ １ 

２．配偶者や家族の希望があったため ２ ２ 

３．勤務先の育児休業の制度では、その時期までしか取れなかったため ３ ３ 

４．経済的な理由で早く復帰する必要があったため ４ ４ 

５．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため ５ ５ 

６．その他 

母親（                                          ） 

父親（                                          ） 

６ ６ 

 
（B）「希望」より遅く復帰した方 

 母親 父親 

１．希望する保育所・幼児園・認定こども園等に入れなかったため １ １ 

２．自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため ２ ２ 

３．配偶者や家族の希望があったため ３ ３ 

４．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため ４ ４ 

５．子どもをみてくれる人がいなかったため ５ ５ 

６．その他 

母親（                                          ） 

父親（                                          ） 

６ ６ 
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問３１-③ 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。（母親、父親それぞれ○はひとつ） 

母親（いずれかに〇） 父親（いずれかに〇） 

１．利用した    ⇒問３３ 

２．利用しなかった ⇒問３１-④ 

１．利用した    ⇒問３３ 

２．利用しなかった ⇒問３１-④ 

 

問３１-③で「２．利用しなかった」に○をつけた方にうかがいます。 

問３１-④ 短時間勤務制度を利用しなかった理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 母親 父親 

１．職場に短時間勤務制度を利用しにくい雰囲気があった １ １ 

２．仕事が忙しかった ２ ２ 

３．短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる ３ ３ 

４．短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる ４ ４ 

５．配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した ５ ５ 

６．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要 

がなかった 
６ ６ 

７．子育てや家事に専念するため退職した ７ ７ 

８．職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった） ８ ８ 

９．短時間勤務制度を利用できることを知らなかった ９ ９ 

10．その他 

母親（                                          ） 

父親（                                          ） 

10 10 

 

問２８で「６．育児休業を取得せず、働き続けている」に○をつけた方にうかがいます。 

問３２ 取得せず、働き続けている理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 母親 父親 

１．職場に育児休業を利用しにくい雰囲気があった １ １ 

２．仕事が忙しかった ２ ２ 

３．(産休後に)仕事に早く復帰したかった ３ ３ 

４．仕事に戻るのが難しそうだった ４ ４ 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった ５ ５ 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる ６ ６ 

７．保育所などに預けることができた ７ ７ 

８．配偶者が育児休業制度を利用した ８ ８ 

９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要 

がなかった 
９ ９ 

10．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 10 10 

11．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 11 11 

12．育児休業を取得できることを知らなかった 12 12 

13．その他 

母親（                                          ） 

父親（                                          ） 

13 13 

⇒ 問 33 
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すべての方にうかがいます。 

問３３ 子育てと仕事を両立させるうえで大変だと感じることはどのようなことですか。 

（母親・父親それぞれあてはまるもの２つまでに○） 

◆就労していない方は、就労している場合を想定してお答えください。 
 母親 父親 

１．日常的に残業や休日出勤が多い １ １ 

２．急な残業や休日出勤が多い ２ ２ 

３．子どもが病気になったときに面倒をみてくれる人がいない ３ ３ 

４．急な用事（冠婚葬祭など）ができたとき ４ ４ 

５．配偶者・パートナーや家族の理解・協力が得られない ５ ５ 

６．職場の理解・協力が得られない ６ ６ 

７．⼦どもの面倒をみてくれる保育施設が見つからない ７ ７ 

８．子どもとの時間を確保するのが難しい ８ ８ 

９．その他 

母親（                                          ） 

父親（                                          ） 

９ ９ 

10．特にない 10 10 
 

市の子育て支援全般について 
 
問 3４ あなたの世帯の現在の暮らし向きについてお尋ねします。（〇はひとつ） 

１．大変ゆとりがある 

４．やや苦しい 

２．ややゆとりがある 

５．大変苦しい 

３．普通 

 

 

問 3５ 全世帯員の前年（令和５年１月～１２月）の収入の合計額（税込）は、おおよそいくらでしたか。（〇はひとつ） 

１．100 万円未満 

３．200～300 万円未満 

５．400～500 万円未満 

７．700～1000 万円未満 

９．1500～2000 万円未満 

２．100～200 万円未満 

４．300～400 万円未満 

６．500～700 万円未満 

８．1000～1500 万円未満 

10．2000 万円以上 

 

問 3６ 栗東市は子育てしやすいまちだと思いますか。（〇はひとつ） 

１．そう思う 

４．あまり思わない 

２．まあそう思う 

５．そう思わない 

３．どちらともいえない 
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問 3７ お子さまの子育てに関して、栗東市に対して、あなたが望む子育て支援策は何ですか。 

望む支援策についてそれぞれ１～５段階でお答えください。 
重要度が低い  重要度が高い 

 １ ２ ３ ４ ５  
 

 重要度 

１．妊娠から出産におよぶ母子保健サービスの充実  
２．多様なニーズにあった保育サービスの充実  
３．学校教育・保育環境の充実  
４．子どもの「生きる力」を育むための教育の推進  
５．子育てに困ったときに相談できる場の充実  
6．子育て情報の提供の充実  
7．子育てサークルの育成や子育て支援ネットワークづくり  
8．地域におけるこどもの活動拠点の充実、児童館の整備・充実  
9．地域におけるこどもの居場所の充実  
１０．子どもを対象とした犯罪・事故の防止対策  
1１．病気や出産などの事情があった時に、一時的に預けられること  
1２．児童虐待やいじめ、不登校などへの対策や支援の充実  
1３．公園整備、歩道の整備などまちの環境整備  
1４．子育てしやすい住居の整備促進  
1５．教育・子育てにかかる経済的負担の支援  
1６．仕事と子育てが両立できるよう、働き方の改善等企業に対する啓発  
1７．男女共同参画による家事、育児の啓発活動の推進  
1８．離婚のことや養育費のことなどについて法的な相談ができること  
1９．ひとり親家庭に対する相談や生活支援の充実    

 

問 3８ 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自

由にご記入ください。 
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潜在保育士の就労ニーズに関する調査 
問３９ この調査票にご回答いただいている方およびご家族は以下の資格を所持していますか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

１．保育士 ⇒ 問３９-① ２．幼稚園教諭 ３．なし 

 

問３９で「１．保育士」に○をつけた方にうかがいます。 

問３９-① この調査にご回答いただいている方およびご家族で保育士資格をお持ちの方の勤務経験に

ついてお答えください。（あてはまるものすべてに〇） 

１．保育士・保育教諭として保育所（認定こども園 ※9）等で勤務している（パート、産休・育休中を含む） 

２．保育士・保育教諭として勤務経験があるが、現在別の職業に従事している 

３．保育士・保育教諭として勤務経験があるが、就労はしていない 

４．保育士・保育教諭としての勤務経験はない 

５．その他（                                                           ） 

 

問３９-①で 2.3.4 に〇をつけた方にうかがいます。 

問３９-② 保育士・保育教諭として勤務していない理由についてお答えください。 

（あてはまるものすべてに〇） 

１．仕事内容が大変 

３．労働時間が不規則 

５．職員関係や保護者対応などコミュニケーションが大変 

７．家族の介護のため 

９．その他（                          

２．給与が安い 

４．休日がとりにくい 

６．家事、子育てとの両立が難しい 

８．ブランクが長く復職に不安がある 

                              ） 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

この調査票は、令和６年３月８日（金）までに、 

同封の返信用封筒に入れて、ポストに投函してください。 

～栗東市内の保育所・幼稚園・こども園で働きませんか～ 
栗東市では、市内の保育所・幼稚園・こども園でおしごとをしたいと考えている方と各園との出会いの場として

「りっとう de 保育のおしごとフェア」を年に１～２回、開催しています。また、「りっとう de 保育のおしごと相談会」

を例年９～１２月に実施しています。人材バンクへの登録も受け付けています。 

栗東市内で保育のしごとを探している方や、保育士資格や幼稚園教諭免許があるけれど勤務のブランクのあ

る方、現場復帰をしたいと考えている方等のおしごとの相談や市内園の求人情報の提供もしています。 

興味・関心のある方は、ぜひ、ご参加・ご連絡ください。 

【お問い合わせ先】 

栗東市 こども家庭局 幼児課           

電話 077-551-0424   FAX 077-551-0149 

☆人材バンクの登録がオンラインでできます☆ 


